
人口のうごき 町の面積
平成25年1月1日現在

人　口　12,851人（△15）　男　6,155人（△11）

世　帯　 5,565戸（△ 5）　女　6,696人（△ 4）

268.73㎢

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。
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「広報きびちゅうおう」が100号を迎えました

主な記事
・P02～平成23年度吉備中央町決算報告
・P05～まちの話題
・P11～役場からのお知らせ
・P15～インフォメーション　など

とも
に挑戦

 ともに感
動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町



■特　集 ■特　集

2広報きびちゅうおう  2013. ２月号

■特　集 ■特　集

3 広報きびちゅうおう  2013. ２月号

特集
平
成
23
年
度
吉
備
中
央
町

　
　
　
　
　
　
決 

算 

報 

告

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、
前
年

度
と
ほ
ぼ
同
額
の
96
億
６
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歳
出
決
算
額
は
、
前
年
度
よ
り
１
億
６
千

万
円
増
加
の
90
億
３
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
台
風
12
号
災
害
に
よ
る
土
木
災
害
復
旧
事
業
や

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
、
国
の
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
や
地

域
活
性
化
・
き
め
細
や
か
な
交
付
金
を
活
用
し
て
図

書
館
や
地
域
交
流
施
設
、
高
規
格
救
急
自
動
車
、
斎

場
等
の
整
備
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

平
成
23
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
は
、
町
営
住
宅

加
茂
市
場
団
地
整
備
事
業
、
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
は

高
校
生
バ
ス
通
学
助
成
事
業
や
里
山
環
境
保
全
事
業

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
財
政
運
営
適
正
化
計
画
や
公
債
費
負
担

適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、人
件
費
や
物
件
費
の
抑
制
、

事
業
の
計
画
的
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
扶

助
費
や
社
会
保
障
関
係
費
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
財
政
状
況

を
示
す
指
標
は
少
し
ず
つ
改
善
傾
向
に
あ
り
、
今
後

も
引
き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

総務費…選挙や住基、徴税、
町の庁舎管理費などの経費

民生費…高齢者や障害者、児童
などの福祉に関連する経費

衛生費…老人・母子保健、予
防接種、合併浄化槽、し尿・
ごみ処理などの経費

農林業費…農林業の振興、農
業用道路や水路、農村環境
などの経費

商工費…道の駅管理運営、総
合施設事業などの経費

土木費…町道改良、舗装、住
宅建設などの経費

消防費…消防団の運営、常備
消防委託などの経費

教育費…幼稚園、小中学校の
管理、社会教育、生涯教育、
体育振興、文化財保護など
の経費

公債費…町の借金である町債
などを返済するための経費

諸支出金…財政調整基金、災
害対策基金積立などの経費

出るお金・歳出
町税…皆さんが町に納めたお金
で町民税、固定資産税、軽
自動車税、たばこ税など

繰入金…基金などの積立金から
取り崩すお金

繰越金…前年度からの繰越のお
金

地方交付税…国から町の財政力
に応じて交付されるお金

国庫支出金…国が各種事業に補
助金等として負担するお金

県支出金…県が各種事業に補助
金等として負担するお金

町債…事業を行うために、町が
国などから借り入れた資金

自主財源…町が自主的に
収入できる財源

依存財源…国や県などか
ら定められた額を交付
されたり割当てられた
りする収入

入るお金・歳入

用　語　解　説

特別会計 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引残額
国民健康保険 155,187 149,573 5,614
介護保険 184,011 181,434 2,577
後期高齢者医療 15,090 15,082 8
育英資金 3,840 691 3,149
診療所 2,615 1,262 1,353
簡易水道 54,289 54,187 102
下水道 11,478 9,854 1,624
農業集落排水事業 14,597 14,587 10
住宅新築資金等貸付事業 174 172 2
吉川財産区 1,949 106 1,843
大和財産区 330 44 286
賀陽財産区 2,409 171 2,238

上水道

※1  収益的収入
� 28,457
※3  資本的収入
� 4,502

※2  収益的支出
� 26,146
※4  資本的支出
� 10,131

2,311

△5,629

民生費
134,116円
高齢者・児童の福祉など

公債費
115,397円
借入金の返済

円

農林業費
83,520円

農業・畜産の振興など

衛生費
72,062円

保健衛生・ゴミの収集など

教育費
53,321円
学校・公民館の運営など

土木費
44,159円

道路・河川の整備など

消防費
37,035円

火災・災害の対応など

その他
71,980円
議会・災害復旧・観光振興・
積立金など

町民１人当たりの予算 707,254円
こんなふうに使われました　　一般会計

●平成24年3月31日 現在　　人口　12,773人

総務費
95,664

地域振興・庁舎管理など

※１�　収益的収入とは、水道料金、受託
工事収益、預金利息等の収入をいい
ます。

※２�　収益的支出とは、水道事業の営業
活動に従事する職員の人件費、維持
修繕費、光熱水費や薬品等の消耗品
費、受託工事費や減価償却費などを
いいます。

※３�　資本的収入とは、国などからの借
入金や一般会計や他の会計からの負
担金、加入者分担金などです。

※４�　資本的支出とは、建設改良に従事
した職員の人件費、配水管敷設や浄
水場建設などの工事費、起債の償還
金などです。

※�なお、資本的収入額が資本的支出額に
対し不足する額は、減価償却費等によ
り生じる内部留保資金から補てんされ
ます。

●特別会計決算額 歳　入：44億5,969万円
歳　出：42億7,163万円�（上水道会計を除く）

総務費
12億2,192万円
（13.5%）

歳出
90億3,375万円

歳入

議会費
1億1,131万円（1.2%）

民生費
17億1,306万円
（19.0%）

衛生費
9億2,045万円
（10.2%）

労働費
744万円（0.1%）

農林業費
10億6,680万円
（11.8%）

商工費 1億4,520万円（1.6%）

土木費
5億6,404万円

（6.3%）

消防費
4億7,305万円

（5.2%）

教育費
6億8,107万円
（7.6%）

災害復旧費
1億7,442万円
（1.9%）

公債費
14億7,396万円
（16.3%）

諸支出金
4億8,103万円

（5.3%）

96億5,948万円

町税
11億6,925万円
（12.1%）

繰入金
843万円（0.1%）

繰越金
7億5,677万円
（7.8%） 分担金及び負担金

使用料及び手数料
財産収入、寄附金、
諸収入
3億4,489万円
（3.6%）

地方交付税
47億6,209万円
（49.3%）

町債
7億3,900万円
（7.6%）

県支出金
8億4,855万円
（8.8%）

国庫支出金
6億4,442万円
（6.7%）

地方譲与税
地方消費税交付金

自動車取得税交付金等
3億8,608万円（4.0%）

自 主
財
源

依

存

財 源

一般会計　歳入

一般会計　歳出
90億3,375万円

96億5,948万円

（単位：万円）
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●健全化判断比率について

●平成23年度吉備中央町普通会計貸借対照表

　健全化判断比率とは、吉備中央町の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断す
るための指標として「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき算定したものです。

（平成22年４月１日から平成23年３月31日）

指　　　　標 説　　　明 早期健全
化基準

吉備中央町の数値
平成 23年度決算 平成 22年度決算

率
比
断
判
化
全
健

実質赤字比率 一般会計等における実質赤字額の標
準財政規模に対する比率 14.39 －

（黒字のため－と表示）
－

（黒字のため－と表示）

連結実質赤字比率
公営企業会計を含むすべての会計にお
ける実質赤字額（または、資金の不足
額）の標準財政規模に対する比率

19.39 －
（黒字のため－と表示）

－
（黒字のため－と表示）

実質公債費比率 一般会計等が負担する元利償還金等
の標準財政規模に対する比率 25.0 17.2 18.3 

将来負担比率
公社や出資法人等を含め、一般会計
等が将来負担する実質的な負債の標
準財政規模に対する比率

350.0 111.8 132.4

※�標準財政規模とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すもので、標準
税収入額等に普通交付税を加算した額。
※早期健全化基準とは、財政の健全化を表す指標で、これを超過すると財政は破綻に近づいていくことを表します。

　町では、財政状況を把握し明らかにするため、財政健全化法による財政健全化判断比率の指標を公表して
います。
　平成23年度の財政状況は、いずれも早期健全化基準を下回っており、平成22年度より改善させることがで
きました。

（単位：百万円）

資産の部　（これまで積み上げてきた資産）

産
資
融
金

資金
（現金や預金の資産） 860

債権
（税等の未収金、貸付金など） 232

有価証券
（運用目的の有価証券） 0

投資等
（出資金、基金など） 5,192

産
資
融
金
非 事業用資産
（庁舎や学校などの有形、無形固定資産） 17,818

インフラ資産
（道路や水道などの社会基盤となる資産） 49,106

資産合計 73,207

負債の部　（将来世代が負担する金額）

債
負
動
流

公債
（地方債の翌年度償還予定額） 1,266

短期借入金
（連結対象団体の短期借入金の残高） 50

その他
（賞与引当金など） 121

債
負
動
流
非

公債
（地方債残高のうち翌年度償還予定額を除いた残高） 11,942

借入金
（連結対象団体の長期借入金の残高） 0

引当金
（退職手当引当金など） 1,628

その他 16
負債合計 15,023

純資産の部　（現在までの世代が負担した金額）
純資産合計 58,184

負債・純資産合計 73,207

※四捨五入したため一致しない部分があります。

貸借対照表を町民一人当たり換算すると
平成 23年 3月 31日現在
人口 13,017人

（単位：万円）
資　　　産 562
負　　　債 115
純　資　産 447

　町では、企業会計の考え方に基づき、発生主義、複式簿記を導入した、地方公
会計制度により「貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支
計算書」の財務諸表を公表しています。（吉備中央町ホームページなど）
　これにより、公正な評価による資産や負債の蓄積状況など、実際に現金の支出
を伴わない隠れたコストも把握することができます。
　４つの財務諸表のうち、バランスシートと呼ばれる貸借対照表について、表にしてみました。町が所有し
ている資産や、これから返済していかなければならない地方債などの負債がどれくらいあるのか、確認する
ことができます。

吉備高原希望中学校の取り組み～トライアルステイ～
　吉備高原希望中学校が「第二のふるさとづくり」を目的に民宿体
験活動、トライアルステイを１泊２日（11月21日、22日）の日程で
実施しました。
　４回目となる今回も、おかやま元気！集落に登録している旧高富
小学校区「みんなで支え合う地域づくり協議会（代表草

くさ

地
ち

明
あき

保
やす

さん）」
の協力により会員の中から３軒がホストファミリーとなり、２年生
の生徒６名を受け入れていただきました。
　初日は、白菜の収穫体験や牛舎の見学をし、２日目は陶芸に取り
組むなど、地域の方とふれあう貴重な時間となりました。
　今月号では、トライアルステイでの感想をご紹介します。

初めてのトライアルステイ� 　片
かた
谷
たに
　天
たか
俊
とし
　

トライアルステイを終了して� 　下
しも
原
はら
　充

み
央
お
　

　11月21日、僕は人生で初めてのトライアルステイに参加しました。僕のホームステイ先は、草地
明保さんの家です。家に行く前に、農場で、白菜の収穫体験をしました。皆どれも、おいしそうに育っ
ていました。収穫後いらない白菜の葉は、農場の近くにいるホルスタインに食べさせましたが、すご
い迫力で驚きました。
　夕食は焼き肉でした。国産の高価な肉だったので柔らかかったです。ふぐの刺身やたくさんのお菓
子など、本当にうれしくて言葉にできませんでした。
　次の朝、車で宮本工房に行きました。ここで僕たちは、陶芸作品を作りました。コップやお皿など
を皆細かく作っていました。陶芸の後は昼食となり、この地域の人達が作ってくれたばら寿司を食べ
ました。とても気持ちがこもっていて美味しかったです。
　地域の皆さん、２日間ありがとうございました。

　私はトライアルステイをとても楽しみにしていました。
　初日は、まず白菜の収穫体験をさせてもらいました。白菜は、手で押して倒すと根が土からはがれ
て、簡単に取れたので少し驚きました。
　白菜の収穫体験が終わり私は、黒田員米さんのお宅に泊まらせていただきました。黒田さんの家で
は、奥様と一緒にドライカレーとサラダを作りました。
　翌日９時からは宮本さんの工房で陶芸教室でした。私は、コップとお皿と小物入れを作りました。
コップは特に大変で、まず丸い土台を作ってそこから棒状の粘土を重ねて作っていきました。お皿は、
粘土を平たくのばして魚の形にして作りました。小物入れは、土台は正方形で、口の部分は丸い形を
しているような不思議な形の小物入れを作りました。

　トライアルステイの時に出会った人たちは、とてもいい人
ばかりでした。
　また会う機会があれば、感謝の気持ちを伝えたいと思います。

学校法人　おかやま希望学園から
　学園存続のための署名につきましては、町内の多くの方々にご協力
いただき、誠にありがとうございました。また、学園では、通学生
の募集も始めました。ご相談は、おかやま希望学園（☎0867－34－
1600）までお願いいたします。
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11
月
25
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
、
吉
備
中

央
町
戦
没
者
合
同
追
悼
式
（
主
催
：
吉
備
中
央
町
社
会
福
祉

協
議
会
）
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

追
悼
式
は
、
戦
場
に
散
華
さ
れ
た
方
々
、
戦
災
の
犠
牲
と

な
ら
れ
た
方
々
の
御
霊
９
５
１
柱
の
追
悼
と
恒
久
平
和
を

願
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、来
賓
の
方
々
が
追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
、

続
い
て
参
列
さ
れ
た
遺
族
な
ど
約
１
９
０
名
が
、
次
々
と
白

い
菊
の
花
を
献
花
し
、
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
吉
備
中
央
町
遺
族
会
の
難な

ん

波ば

忠た
だ

純ず
み

会
長
が
「
第

二
次
大
戦
も
時
代
と
共
に
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
と
し
て
語
り
継

が
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
願
い
は
、
恒
久
平
和

を
願
い
追
悼
し
続
け
、
将
来
へ
の
教
訓
と
し
て
残
し
て
い
き

た
い
一
念
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
安
ら
か
に
お
休
み
く
だ

さ
い
」
と
追
悼
の
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

合
同
追
悼
式
は
、
同
協
議
会
が
町
か
ら
の
事
業
委
託
に

よ
っ
て
３
年
に
１
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
27
日
、
豊
野
小
学
校
で
、
備

前
県
民
局
と
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
加
茂
川
ホ
リ
デ
イ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

の
協
働
に
よ
る
「
木
育
」
出
前
講
座

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
備
前
県
民
局

が
、
木
材
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

開
催
し
た
も
の
で
、
６
年
生
児
童
13

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課

の
内う

ち

田だ

さ
ん
か
ら
、
森
は
水
を
貯
水
す
る
緑
の
ダ
ム
に
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
土
砂
の
流
出
防
止
、
酸
素
の
供
給
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
聞
い
た

後
、
レ
ン
チ
な
ど
の
工
具
や
金
鎚
を
使
い
な
が
ら
、
慣
れ
な

い
手
つ
き
で
間
伐
材
を
用
い
た
ベ
ン
チ
と
小
椅
子
の
作
製
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
講
座
を
通
し
て
、
木
材
を
利
用
す
る
こ
と
の

意
義
や
森
を
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

11
月
28
日
、
加
茂
川
ホ
リ
デ
イ

フ
ォ
レ
ス
タ
ー（
会
員
33
名
）が「
し

い
た
け
の
里
の
こ
の
こ
・
く
り
く
り
」

（
上
田
西
）
敷
地
内
に
建
設
し
た
、

木
工
作
業
場
の
完
成
披
露
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

加
茂
川
ホ
リ
デ
イ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

は
、
岡
山
森
林
組
合
等
か
ら
依
頼
を

受
け
た
間
伐
作
業
や
間
伐
材
を
活
用
し
た
木
工
教
室
用
の
工

作
キ
ッ
ト
の
作
製
、学
校
で
の
森
林
体
験
授
業
の
協
力
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
３
月
末
に
閉
園
し
た
岡
山
県
「
21
世
紀
の
森
」

の
木
材
工
芸
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ
た
木
工
機
械
の
払
い
下
げ
を

受
け
た
町
が
、
間
伐
材
の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
る
同
団
体

に
無
償
貸
与
し
ま
し
た
。

　

木
工
作
業
場
は
、
機
械
の
導
入
に
併
せ
て
、
作
業
場
の
確

保
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
建
設
を
計
画
。
会
員
が
提

供
し
た
材
料
を
使
用
し
、
製
材
か
ら
加
工
、
施
工
ま
で
を
全

て
会
員
が
手
掛
け
、
約
１

年
半
か
け
て
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　

会
長
の
内な

い

藤と
う

三さ
ん

治じ

さ
ん

は
「
山
を
守
る
た
め
に
は

木
を
切
る
こ
と
も
必
要
。

機
械
を
活
用
し
て
い
ろ
い

ろ
な
物
を
作
り
、
多
く
の

人
に
森
の
木
を
有
効
に
使

う
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え

た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
、
役
場
賀
陽
庁
舎
に
お
い
て
、
エ
ヌ
イ
ー
シ
ー

ル
株
式
会
社
に
企
業
立
地
促
進
奨
励
金
の
目
録
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
奨
励
金
は
、町
内
の
土
地
を
取
得
し
工
場
等
を
建
設
、

操
業
を
開
始
し
た
企
業
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
エ
ヌ
イ
ー
シ
ー
ル
株
式
会
社
は
、
２
工
場
を
町
内

で
操
業
。
約
８
０
０
人
を
雇
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
経
済
の
状
況
を
み
な
が
ら
工
場
の
増
設
や
雇
用
の

拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

11
月
21
日
、
平
成
24
年
度
の
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
表

彰
（
備
前
県
民
局
長
表
彰
）
を
大お

お

樫が
し

利と
し

光み
つ

さ
ん
（
尾
原
）
と

酒さ
か

井い

輝て
る

明あ
き

さ
ん
（
田
土
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た

め
に
積
極
的
に
活
動
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
り
、
今
後

も
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
個
人
ま
た
は
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。

　

大
樫
さ
ん
は
、
和
太
鼓
の
指
導
を
通
し
て
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
酒
井
さ
ん

は
、
岡
山
北
警
察
署
少
年
警
察
協
助
員
副
会
長
と
し
て
少
年

の
非
行
防
止
の
た
め
の
広
報
啓
発
や
支
援
を
続
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
お
二
人
の
活
動
が
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

戦
没
者
を
追
悼
し
、

�

世
界
平
和
を
祈
念　

青
少
年
健
全
育
成

�

功
労
者
表
彰
を
受
賞　

木
材
に
触
れ
な
が
ら
森
の
恵
み
学
ぶ

企
業
立
地
促
進
奨
励
金
を
授
与

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
国
際
交
流
！

　

11
月
25
日
、ふ
れ
あ
い
の
丘
か
よ
う
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場（
竹

荘
）
に
お
い
て
、
吉
備
中
央
町
国
際
化
推
進
協
会
（
会
長　

井い
の

上う
え

弘ひ
ろ

志し

さ
ん
）
主
催
に
よ
る
「
国
際
交
流
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
の
企
業
な
ど
か
ら
４
カ
国
97
名
の
出
席
が

あ
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

お
腹
を
満
た
し
た
後
は
、
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
の
歌
を
披
露

し
た
り
「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」「
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
」
を
し

た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

間
伐
材
の
有
効
利
用
進
め
る

�
木
工
作
業
場
完
成

▲

大
樫
さ
ん

▲

酒
井
さ
ん
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優
秀
賞　
歳と
し

原は
ら　

景け
い

子こ

さ
ん

　

12
月
６
日
、
円
城
幼
稚
園
で
、
岡
山
北
警
察
署
に
よ
る
防

犯
教
室
が
園
の
参
観
日
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

防
犯
教
室
で
は
、
岡
山
北
警
察
署
生
活
安
全
課
署
員
を
は

じ
め
円
城
駐
在
所
の
署
員
、地
域
・
交
通
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
、

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
４
名
が
、
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
を
題

材
に
し
た
寸
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

不
審
者
役
の
オ
オ
カ
ミ
が
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
を
誘
惑
し
て

連
れ
て
行
こ
う
と
す
る
と
、
園
児
は
「
行
っ
ち
ゃ
だ
め
」
な

ど
と
声
を
上
げ
な
が
ら
、
大
き
な
声
で
お
巡
り
さ
ん
に
助
け

を
求
め
て
い
ま
し
た
。
円
城
駐
在
所
の
花は

な

房ふ
さ

巡
査
部
長
は
、

園
児
た
ち
に
防
犯
標
語
「
い
か
の
お
す
し
」
を
使
い
、
知
ら

　

12
月
８
日
、
吉
備
高
原
学
園
高
等
学
校
で
、
１
年
生
約

１
０
０
名
を
対
象
に「
心
と
命
の
講
演
会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
か
や
ま
犯
罪
被
害
者

サ
ポ
ー
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
理
事
の
市い

ち

原は
ら

千ち

代よ

子こ

さ
ん
で
、

息
子
さ
ん
を
友
人
か
ら
受
け
た
暴
行
に
よ
り
亡
く
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、講
演
活
動
を
通
し
て
被
害
者
遺
族
の
思
い
や
考
え
、

そ
の
後
の
生
活
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
「
命

の
大
切
さ
」
を
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
原
さ
ん
は
、
最
近
の
い
じ
め
の
問
題
を
取
り
上
げ
「
被

害
者
に
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
が
、
加
害

者
に
な
る
こ
と
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
や
、
生
徒

に
両
手
を
合
わ
せ
さ
せ
「
こ
の
ぬ
く
も
り
が
生
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
、
ま
た
暴
力
や
交
通
事
故
で
そ
の
手
が
命
を
奪
う

手
に
も
な
り
う
る
」
こ
と
を
生
徒
に
向
か
っ
て
語
り
か
け
る

よ
う
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は

「
心
と
命
の
教

育
活
動
」
と
し

て
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
岡
山
県
警

察
、
岡
山
県
、

岡
山
県
教
育
委

員
会
の
協
働
事

業
と
し
て
平
成

19
年
７
月
か

ら
、県
内
の
小
・

中
・
高
校
生
を

対
象
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

幼
稚
園
参
観
日
で
防
犯
教
室

「
命
の
大
切
さ
」
を
伝
え
る

平成24年度　吉備中央町男女共同参画

「川柳・絵手紙」コンテスト入賞作品
　町では、男性も女性も個性と能力を十分発揮できる「誰もが輝く社会の実現」に向け、町民の皆さんの意識の
高揚を図ることを目的に川柳・絵手紙コンテストを開催させていただきました。多くの応募をいただき誠にあり
がとうございました。
　審査の結果、以下の作品が入賞いたしましたのでお知らせいたします。

　

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
12

月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
、
生
涯
学

習
・
人
権
フ
ェ
ス
タ
in
吉
備
中
央

に
お
い
て
、
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

優
秀
賞　
大お
お
木ぎ　
鈴す
ず
子こ

さ
ん

大　
賞　
田た

村む
ら　

郁い
く

恵え

さ
ん

優
秀
賞　
石い
し

井い　
恵け
い

子こ

さ
ん

〔
大
人
の
部
〕

大　
賞　
こ
れ
か
ら
は  

ぼ
く
の
出
番
と  

う
で
ま
く
り�

日ひ

名な　

孝こ
う

斎さ
い

さ
ん

優
秀
賞　
こ
れ
か
ら
も  

共
に
歩
も
う  

村
お
こ
し�

河か
わ

内う
ち　

由よ
し

輔す
け

さ
ん

〔
学
生
の
部
〕

大　
賞　
こ
れ
か
ら
は  

男
女
仲
良
く  

い
い
笑
顔�

合ご
う

田だ　

圭け
い

吾ご

さ
ん

優
秀
賞　
こ
れ
か
ら
は  

男
女
共
同  

家
事
育
児�

川か
わ

西に
し　

な
お
さ
ん

優
秀
賞　
こ
れ
か
ら
は  

イ
ク
メ
ン
き
っ
と  

増
え
て
い
く�

土ど

居い　

晴は
る

香か

さ
ん

優
秀
賞　
こ
れ
か
ら
は  

男
女
共
同  

家
事
育
児�

茅か
や

野の　

由ゆ

依い

さ
ん

〔
小
学
生
の
部
〕

大　
賞　
に
ち
よ
う
び  

き
ょ
う
は
パ
パ
が  

コ
ッ
ク
サ
ン�

片か
た

山や
ま　

大た
い

聖せ
い

さ
ん

優
秀
賞　
こ
れ
か
ら
も  

み
ん
な
仲
良
く  

あ
ゆ
む
道�

贄に
え

田だ　

優ゆ

依い

さ
ん

優
秀
賞　
こ
れ
か
ら
も  

感
謝
の
気
持
ち  

大
切
に�

贄に
え

田だ　

滉こ
う

平へ
い

さ
ん

優
秀
賞　
こ
れ
か
ら
の  

み
ら
い
を
き
ず
く  

子
ど
も
た
ち�

禰ね

元も
と

慎し
ん

之の

助す
け

さ
ん

川
柳
部
門

絵手紙部門

　

12
月
１
日
、
岡
山
理
科
大
学
で
、
第
62
回
岡
山
県
児
童
・

生
徒
科
学
研
究
発
表
会
（
主
催
：
岡
山
県
科
学
教
育
研
究
会

等
）
が
開
催
さ
れ
、
吉
備
高
原
小
学
校
４
年
生
山や

ま

本も
と

渓け
い

舟し
ゅ
う

さ

ん
の
「
セ
ミ
の
ぬ
け
が
ら
調
べ
（
２
０
１
２
）」
が
「
岡
山

県
科
学
教
育
研
究
会
会
長
賞
」、
上
竹
荘
小
学
校
５
年
生
塚つ

か

田だ

和か
づ

生お

さ
ん
の
「
よ
く
回
る
コ
マ
は
ど
ん
な
コ
マ
？
パ
ー
ト

Ⅲ
（
め
ざ
せ
２
分
以
上
回
る
コ
マ
）」
が
「
仁
科
賞
」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
14
日
、
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
た
、
第
76
回
岡
山
県
児
童
生
徒
発
明
く
ふ
う
展
（
主
催
：

岡
山
県
、
一
般
社
団
法
人
岡
山
県
発
明
協
会
）
で
は
、
豊
野

小
学
校
１
年
生
田た

村む
ら

紬つ
む
ぐ

さ
ん
の
「
は
か
り
た
・
ノ
ビ
ー
ル
ス

ケ
ー
ル
」
と
竹
荘
中
学
校
１
年
生
石い

し

井い

奈な
　
な
　
こ

々
子
さ
ん
の
「
飲

み
や
す
い
コ
ッ
プ
」
が
小
学
生
の
部
と
中
学
生
の
部
で
特
賞

（
９
点
の
み
）
と
な
る
県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、豊
野
小
学
校
５
年
生
山や

ま

本も
と

真ま

帆ほ

さ
ん
の「
う
け
る
よ
う
っ

け
く
ん
（
お
年
寄
り
用
）」
が
奨
励
賞
を
受
賞
、
大
和
中
学

校
１
年
生
河か

わ

原は
ら

京き
ょ
う

佑す
け

さ
ん
の
「
ら
く
ら
く
ご
み
箱
」
が
入
選

さ
れ
ま
し
た
。

科
学
研
究・
発
明
く
ふ
う
で

�

見
事
入
賞
！

石
井
奈
々
子
さ
ん
の
作
品

「
飲
み
や
す
い
コ
ッ
プ
」

塚
田
和
生
さ
ん
の
発
表
の
様
子

な
い
人
に
は
つ
い
て
行
か
な
い
よ

う
に
と
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
こ
の
日
初
め
て
披
露

さ
れ
た
学
習
用
教
材
の
悪
質
訪
問

販
売
を
テ
ー
マ
に
し
た
保
護
者
向

け
の
寸
劇
で
は
、
子
ど
も
を
思
う

親
の
心
理
に
巧
み
に
付
け
込
ん

で
、
高
価
格
の
教
材
を
売
り
付
け

る
手
口
を
紹
介
し
「
一
人
で
決
め

な
い
」「
子
ど
も
を
交
え
て
話
を

聞
か
な
い
」「
支
払
い
等
の
契
約

内
容
を
熟
読
す
る
」
こ
と
な
ど
を

伝
え
ま
し
た
。

「いかのおすし」
いか…�知らない人につい

て「いか」ない
の…�他人の車に「の」ら

ない
お…「お」おごえを出す
す…「す」ぐ逃げる
し…�何かあったらすぐ

「し」らせる
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■まちの話題 まちの話題役場からのお知らせ■役場からのお知らせ
　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

２
月
の
行
政
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）
を

次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 ２月18日（月）午前９時～正午

会場 吉川公民館 かもがわ総合
福祉センター

相談 行政相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
25
年
２
月
７
日
㈭

�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

賀
陽
庁
舎　

相
談
室

　

内
容　

�

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

日　
　
時

会　
　
場

２
月
５
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

２
月
19
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

「
困
っ
た
な
」と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

　

そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※�

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
当
日
受
付
可
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

保健福祉シリーズ 75

　

12
月
10
日
、
吉
川
地
域
づ
く
り
の
会
が
制
作
し
た
重
森
三

玲
の
生
涯
を
描
い
た
紙
芝
居
「
少
年
期
か
ら
の
生
き
ざ
ま
…

重
森
三
玲
物
語
」
の
発
表
会
（
同
会
主
催
）
が
吉
川
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
川
出
身
の
重
森
三
玲
（
１
８
９
６
年
～
１
９
７
５
年
）

は
、
日
本
庭
園
に
モ
ダ
ン
な
感
性
を
取
り
入
れ
、
独
特
の
庭

園
を
創
作
し
た
昭
和
を
代
表
す
る
造
園
学
者
で
、
平
成
22
年

11
月
に
は
、
吉
備
中
央
町
有
功
表
彰
文
化
功
労
賞
を
故
人
と

し
て
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

紙
芝
居
の
内
容
は
、
同
会
の
片か

た

山や
ま

雅ま
さ

博ひ
ろ

会
長
を
は
じ
め
、

辻つ
じ

田た

明あ
き
ら

吉
川
公
民
館
長
な
ど
８
名
で
構
成
さ
れ
た
編
集
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
ま
と
め
、
絵
の
原
画
は
上
竹
出
身
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
菅す

が

野の

大だ
い

漸ぜ
ん

さ
ん
（
大
阪
府
）、
紙
芝
居
の
木
枠
は

山や
ま

本も
と

悦え
つ

也や

さ
ん
（
上
野
）
が
手
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
特
別
に
用
意
し
た
ス
ク
リ
ー
ン
映
写
に
よ

る
紙
芝
居
を
披
露
。
少
年
期
か
ら
夢
を
持
ち
、
挫
折
や
苦
労

を
味
わ
い
な
が
ら

も
努
力
し
続
け
る

三
玲
の
生
涯
が
描

か
れ
て
お
り
、
夢

を
持
ち
努
力
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を

子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

重
森
三
玲
の
生
涯
伝
え
る

�

紙
芝
居
完
成　

　
お
知
ら
せ
し
ま
す

人 

事 

異 

動

�

〈
平
成
25
年
１
月
１
日
付
〉

�

※（　

  

）は
旧
所
属　
　
　

税
務
課

主
幹

伊
賀　

裕
典
（
建
設
課
主
幹
）

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い

元
吉
備
北
陵
高
等
学
校
敷
地
内
に

あ
る
卒
業
記
念
碑
等
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
４
月
統
合
に
よ
る
新
設
中
学
校

「
吉
備
中
央
町
立
加
賀
中
学
校
」
の
開
校
に

む
け
て
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
が
、
元
吉
備

北
陵
高
等
学
校
敷
地
内
に
あ
る
卒
業
記
念
関

係
（
記
念
樹
、
記
念
碑
等
）
に
つ
い
て
、
移

設
ま
た
は
撤
去
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

吉
備
北
陵
高
等
学
校
の
卒
業
生
・
保
護
者

お
よ
び
関
係
者
の
方
で
、
移
設
等
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
中
学
校
開
校
準
備
室
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
連
絡
等
が
な
い
場
合
に
は
、
承
諾

な
く
移
設
ま
た
は
撤
去
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
了
承
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
ご
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

教
育
委
員
会　

中
学
校
開
校
準
備
室

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

９
１
９
１

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

 

家
庭
ご
み
の

�

『
指
定
ご
み
袋
』に
つ
い
て

　

吉
備
中
央
町
で

は
、
さ
ら
な
る
ご
み

の
減
量
や
収
集
の
安

全
性
の
向
上
、
効
率

化
を
促
進
し
、
町
内

の
排
出
方
法
の
統
一

を
図
る
た
め
、
昨
年
10
月
１
日
か
ら
吉
備
中

央
町
全
域
で
統
一
し
た
「
指
定
ご
み
袋
」
を

導
入
し
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力

に
よ
り
、
順
調
に
「
指
定
ご
み
袋
」
に
移
行

す
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
か
げ
を
持
ち
ま
し
て
、
分
別
の
徹
底
に

よ
る
可
燃
ご
み
の
減
少
、
資
源
ご
み
の
増
量

（
不
燃
ご
み
か
ら
資
源
ご
み
へ
）
効
果
が
現

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
行
中
の
車
等
か
ら

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
不
法
投
棄
も
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
一
層
の
分
別
の
徹
底
で
、
ご
み

減
量
化
・
資
源
化
に
よ
る
、
ク
リ
ー
ン
で
効

率
的
な
ご
み
の
排
出
に
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
「
指
定
ご
み
袋
」
の
統
一
化
を
い
た

し
ま
し
た
が
「
現
行
よ
り
容
量
の
小
さ
い
サ

イ
ズ
も
作
っ
て
欲
し
い
」
と
の
要
望
が
多
方

面
か
ら
あ
り
ま
し
た
の
で
、
実
現
に
向
け
検

討
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課
生
活
環
境
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

ら険康民 健国 保 か

ジェネリック医薬品の利用で
医療費負担を軽減・上手な受診をしましょう
一人ひとりの小さな節約が大きな家計の力に。また、保険税の減額にもつながります。

①なぜ、今ジェネリック医薬品が注目されているのか？
　�　現在、医療費の増加が問題となっていますが、その約３割を薬剤費が占めています。ジェネリッ

ク医薬品へ切り替えることにより、価格は新薬の２割～８割程度となります。保険税の軽減やお財
布の強い味方になってくれるのがジェネリック医薬品です。

②ジェネリック医薬品を処方してもらいたい意思を伝えましょう !
　（お試し薬剤から始められます）
　�　ジェネリック医薬品を処方してもらうには、診察のとき医師へ「ジェネリック医薬品を処方して

欲しい」「ジェネリック医薬品に変更してもらえますか？」と伝えることが必要です。
　�　例えば、１～２週間分をジェネリック医薬品に切り替えて、服用後、問題がないか確かめて残り

を処方してもらう事もできます。

③薬のもらいすぎや飲み合わせに注意しましょう。
　�　飲み合わせによっては副作用が出ることがありますので、お薬手帳を示して、今どんな薬を飲ん

でいるか確認してもらい、お薬を処方してもらいましょう。また、不要なお薬をもらわないように
しましょう。

④重複受診や頻回受診はやめましょう。
　�　同じ疾患で複数の医療機関にかかる「重複受診」や医療機関に頻繁に行く「頻回受診」は医療費

が増加するばかりではなく、検査や薬などで体に悪影響を与えてしまう心配があります。自分や家
族の健康状態を把握してくれる信頼できる「かかりつけ医」を持ち、気になることは「かかりつけ
医」に相談しましょう。

ジェネリック医薬品とは、低価格なの
に、安全性や効き目は新薬と同等と認
められているお薬のことです。

【お問い合わせ先】　保健課　医療保険班　☎0866－54－1326
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町県民税の申告（所得税の確定申告）について
■町県民税の申告（所得税の確定申告）期限は、３月15日です。
■２月18日～３月15日まで各地区で申告相談を行います。

　平成25年度町県民税の申告書（平成24年分所得税の確定申告書）の提出期限は、平成25年３月15
日（金）までとなっています。申告をしなければならない人は、平成24年中（１月１日～12月31日）
の所得金額等を正しく計算し、早めに申告しましょう。
　２月18日～３月15日まで各地区で申告相談及び申告書の受付を行いますのでご利用ください。各
地区の日程及び申告に必要な準備、書類等については、この広報紙と一緒にお配りしている日程表を
ご覧ください。

◆税務署から確定申告書（又はハガキ）が送付されている方。
◆�事業所得（営業・農業・その他事業）や不動産所得（地代・家賃）などがあり、
所得の合計が所得控除の合計額を上回る方。
◆給与収入がある方で、
　　○給与の年間収入金額が2,000万円を超える方。
　　○年末調整した給与以外の所得金額が20万円を超える方。
　　○年末調整されていない給与がある方、年末調整の内容に変更のある方。
◆公的年金等の収入があり、確定申告が必要な方。
◆土地・建物等の譲渡所得があった方、株式の譲渡所得等があった方。
◆�医療費・社会保険料・生命保険・地震保険料・雑損控除、寡婦（寡夫）・障害者・配偶者・扶養控
除等及び住宅借入金等特別控除などで所得税の還付を受けたい方。
◆その他所得税法の規定により確定申告が必要な方。

　上記の「所得税（国税）の確定申告が必要な方」以外で、平成25年１月１日現在、吉備中央町内
に居住し、次に該当される方は、吉備中央町へ町県民税の申告書の提出が必要です。
◆事業所得（営業・農業・その他事業）や不動産所得（地代・家賃）などがあった方。
◆給与収入がある方で、
　　○年末調整した給与以外に各種所得がある方。
　　○平成24年中にアルバイトやパートなどをしていた方で、収入金額が93万円を超える方。
◆公的年金等の収入のみがあり、配偶者・扶養控除等を受けたい方で、
　　○平成25年1月１日現在の年齢が65歳以上で、年金収入額が148万円を超える方。
　　○平成25年1月１日現在の年齢が65歳未満で、年金収入額が98万円を超える方。
◆土地・建物等の譲渡所得があった方、株式の譲渡所得等があった方。
◆その他地方税法の規定により申告が必要な方。

〔注〕　所得税の確定申告及び町県民税の申告の必要のない方（所得のない方を含む）でも、国民健
　　　�康保険又は後期高齢者医療制度に加入されている世帯の世帯主並びに被保険者の方は、税額（保

険料）軽減等の算定に必要となりますので、町県民税申告書（兼国民健康保険税・後期高齢者
医療申告書）の提出をお願いします。

　　　�　また、その他の方でも、平成25年度中に所得証明書（所得額が０円のものを含む）等が必
要となる方は、町県民税申告書を提出してください。

所得税（国税）の確定申告が必要な方

町県民税の申告が必要な方

　２月18日（月）・19（火）の２日間は、下竹荘公民館（湯山1002）において、町内全域の方を対
象に岡山西税務署と合同で申告相談及び申告書の受付を行います。営業等・不動産・配当所得、土地
建物・株式の譲渡所得等がある方は、できるだけこの２日間にお越しください。

◆�　申告相談にお越しの際は、この広報紙と一緒にお配りしている「申告相談日程表」の裏面をよく
お読みいただき、所得額の計算に必要な事前準備をしていただくとともに、持参いただく書類等を
よく確認のうえご来場ください。

◆�　毎年収支内訳書の作成に時間がかかり、申告相談会場で順番をお待ちいただく時間が長くなって
いますので、事前作成にご協力をお願いします。収支内訳書の作成が難しい方は、領収書や通帳な
ど収入金額と支出金額が分かるものを整理のうえご持参ください。農業所得のある方は、この広報
紙と一緒にお配りしている「農業所得収支整理ノート」にできるだけ記入してご持参ください。

　�　また、医療費控除を受ける方は、支払った医療費の領収書等を受診者別に仕分け、金額の集計を
必ず行ってご持参ください。

ご不明な点がありましたら、次へお問い合わせください。

＜お問い合わせ先＞　税務課　課税班　☎０８６６－５４－１３１５

２月18日・19日の２日間は、税務署と合同で申告相談を行います

申告相談に来られる際の注意点（お願い事項）

平成25年度に
野猪等被害防止事業を共同で計画されている方へ

　イノシシ等の有害鳥獣による農作物被害に対し、共同（３戸以上）で防護柵（電柵・ワイヤーメッ
シュ等）の設置を計画される方は、国・県への補助申請のため事業要望の取りまとめを行いますので、
下記により農林課までご連絡をお願いします。
　なお、個人施行による設置を計画されている方は、４月以降に申請の手続きを行ってください。

１．報　告　内　容　�集落名、代表者の住所、氏名、電話番号、受益者数、仕様、施行地番、計画延長（ｍ）
をご連絡ください。

２．報　告　期　限　平成25年２月28日（木）

３．お問い合わせ先　農林課　林業振興班　☎０８６６－５４－１３１８

（参考）補助内容については、次のとおりです。
補助金の名称 仕　　様 補助基本額 補助率

野猪等被害防止
事業補助金　　

トタン・ワイヤーメッシュ 1ｍあたり500円以内
補助基本額、または原材料費
のいずれか低い額の2／3以内

電気柵 1ｍあたり250円以内
防護ネット 1ｍあたり200円以内
防鳥ネット 1㎡あたり100円以内
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を予防しよう！ノロウイルス
　11月から２月はノロウイルスによる食中毒が増加します。
　現在、岡山県では感染性胃腸炎（ノロウイルス）注意報が発令されています。

ノロウイルスによる感染症の特徴
　ウイルスで汚染された食べ物から感染します。加熱不十分な二枚貝の内臓には、ウイルスが貯蔵され
ていることがあるので注意が必要です。非常に感染力が強く、集団感染を起こしやすいです。感染者の
おう吐物やふん便からも感染します。症状は、吐き気、おう吐、下痢、腹痛、微熱などです。気になる
症状があれば、早めに医療機関を受診しましょう。

ノロウイルスによる食中毒予防のポイント

ノロウイルスの感染を広げないために

調理する人の 作業前などの 調理器具の

健康管理 手洗い 消　毒
○�普段から感染しないように
食べ物や家族の健康状態に
注意する。

○�症状があるときは、食品を
直接取り扱う作業をしない。

○�症状があるときに、すぐに
責任者に報告する仕組みを
つくる。

○�洗うタイミングは、
　◎トイレに行ったあと
　◎調理施設に入る前
　◎料理の盛付けの前
　◎次の調理作業に入る前
○�汚れの残りやすいところを
ていねいに

　◎指先、指の間、爪の間
　◎親指の周り
　◎手首

方法①　塩素消毒
　�洗剤などで十分に洗浄し、
塩素濃度200ppmの次亜
塩素酸ナトリウムで浸しな
がら拭く。

　※�エタノールや逆性石鹸はあま
り効果がありません。

方法②　熱湯消毒
　�熱湯（85℃以上）で１分間
以上加熱する。

業務用の次亜塩
素酸ナトリウ
ム、または家庭
用の塩素系漂白
剤を水で薄めて
「塩素液」を作
ります。

【お問い合わせ先】保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

詳しい情報は、厚生労働省ホームページ「ノロウイルスに関するＱ＆Ａ」をご覧ください
http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/kanren/yobou/040204-1.html

ノロウイルスＱ＆Ａ

○�感染者が使ったり、おう吐物が付いたものは、他
のものと分けて洗浄・消毒します。

○�食器等は、食後すぐ、厨房に戻す前に塩素液に十
分浸し、消毒します。

○�カーテン、衣類、ドアノブなども塩素液などで消
毒します。

　◦�次亜塩素酸ナトリウムは金属腐食性がありま
す。金属部（ドアノブなど）消毒後は十分に薬
剤を拭き取りましょう。

○�洗濯するときは、洗剤を入れた水の中で静かにも
み洗いし、十分すすぎます。

　◦�85℃で１分間以上の熱水洗濯や、塩素液によ
る消毒が有効です。

　◦�高温の乾燥機などを使用すると、殺菌効果は高
まります。

○�患者のおう吐物やおむつなどは、次のような方法
で、すみやかに処理し、二次感染を防止しましょ
う。ノロウイルスは、乾燥すると空中に漂い、口
に入って感染することがあります。

　◦�使い捨てのマスクやガウン、手袋などを着用し
ます。

　◦�ペーパータオル等で静かに拭き取り、塩素消毒
後、水拭きをします。

　◦�拭き取ったおう吐物や手袋などは、ビニール袋
に密閉して廃棄します。その際、できればビニー
ル袋の中で1000ppm の塩素液に浸します。

　◦しぶきなどを吸い込まないようにします。
　◦終わったら、ていねいに手を洗います。

消毒 処理食器・環境・
　　衣類などの おう吐物などの
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にわとり、あひる、やぎなどを
飼われている方へ

詳細情報：http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/eisei/e_
koutei/kaisei_kadenhou/index.html

＜対象となる動物＞

動物たちの健康を守るためには
１　飼育小屋への出入りはできるだけ決まった人や車がしましょう。
２　野生の動物が病気を持ち込むこともあるので、飼育小屋にネット
をするなどして、入り込めないようにしましょう。

３　新鮮な水とエサをあげましょう。
４　飼育小屋はこまめに掃除をしましょう。
５　動物たちのフンはきちんと片付けましょう。
６　小屋の周りなどを定期的に消毒しましょう。
　※消毒方法は、病気によって違うこともあるので、わからないことは、
家畜保健所へ相談しましょう。

　高病原性鳥インフルエンザや口蹄疫が発生したとき、地域の被害を最小限度にするために、
次の対象動物について、毎年４月 15日までに飼養場所と頭羽数の届出が必要となりました。

①牛、水牛、馬
②鹿、めん羊、やぎ、豚、いのしし
③にわとり、あひる、うずら、きじ、ほろほろ鳥、七面鳥
④だちょう

1 頭 1羽
から必要です。

届出先（お問い合わせ先）

岡山県岡山家畜保健衛生所
電話：0867－24－3880
FAX：0867－24－3884

夜間休日（緊急）
090ー 5377－5921

なお、お近くの役場（支所）でも
受け付けております。

に

☆�防衛省では、平成25年度入校防衛大学校生徒（後期）、平成25年度一般幹部候補生・予備自衛
官補の募集をしております。

●一般幹部候補生　入隊後１年で幹部自衛官として勤務するコース
　受験資格：大卒（見込み含む）20歳以上26歳未満の者
　受付期間：平成25年２月１日（金）～４月26日（金）まで（締切日必着）
　試 験 日：平成25年５月11日（土）飛行要員については、５月12日（日）２日間

●防衛大学校生徒　修学年限４年　卒業後１年で３等陸・海・空尉
　受験資格：高卒（見込み含む）21歳未満の者
　受付期間：平成25年１月23日（水）～２月１日（金）まで（締切日必着）
　試 験 日：１次　平成25年３月２日（土）　　２次　３月15日（金）

●予備自衛官補　余暇を利用し訓練に参加し予備自衛官になるコース
　受験資格：（一般）18歳以上34歳未満
　　　　　　（技能）18歳以上で国家資格等を保有するもの（資格により55歳未満）
　受付期間：平成25年１月９日（水）～４月３日（水）まで（締切日必着）
　試 験 日：�平成25年４月12日（金）、13日（土）、14日（日）、15日（月）のいずれか１日を

指定

※ご不明な点、または詳しい資料等をご希望の方は下記までお問い合わせください。
　自衛隊高梁地域事務所　☎０８６６－２２－２３１４まで
　HP  http://www.mod.go.jp/pco/okayama/

防衛省自衛隊岡山地方協力本部からのお知らせ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

にせ税理士にご注意ください

  確定申告会場は、
ママカリフォーラム（岡山コンベンションセンター２階）です。

（岡山市北区駅元町14番１号）
期　　間　　平成25年２月７日（木）～３月15日（金）

　　　　　受付時間　　午前９時～午後４時
※上記期間中は、岡山西税務署に申告会場を設けておりません。
※�駐車場（ママカリパーキング、リットパーキング）は有料となっており、台数に限りがありますので、
来場の際には公共交通機関をご利用ください。

※�税務署の閉庁日（土・日・祝日）は、相談及び窓口での申告書の受付は行っておりませんが、２月24日、
３月３日の日曜日に限り、上記の申告会場において申告相談を受け付けております。

お問い合わせは、岡山西税務署　☎086－254－3411　まで

イベント情報イイ
早春 吉備中央町寄席2013
●日時　平成25年２月23日（土）
●開場　午後１時30分　開演　午後２時
●会場　ロマン高原かよう総合会館／レインボーホール
●チケット料金　全席指定席  S席4,000円（税込）
　　　　　　　　　　　　　  A席3,000円（税込）
●プレイガイド　加茂川総合事務所、吉川支所、ロマン高原かよう総合会館
●ご予約・お問い合わせ先　協働推進課　地域振興班  ☎0866－54－1301

好評
発売中！！
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図書館だより

出会いの扉
とびら

かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

２ 月

　２月の休館日

４日　 11日　 17日　 18日　 25日

＜一般書＞　�
　藩の勘定奉行を務める西野家
の一人娘・紀江は、父の弟子
である勝之進を婿に迎えたあと
も、夫となるはずだった十之介
のことを忘れられずに暮らして
いた。しかし、ある日父が急死
し、その死の真相を知った紀江
は…？その先で悲しい運命が３
人を待ち受けていた―。
� 　（かもがわ図書館）

＜児童書＞　�

　あのレストランの大好きなあ
のメニューがどうやって作られ
ているのか気になりませんか？
普段は見ることのできない、レ
ストランの厨房の中をのぞくこ
とができます。調理器具ひとつ
ひとつやおいしさのひみつまで
全部見せます！
� （ロマン高原かよう図書館）

『花
はな

宴
うたげ

』あさのあつこ /著
朝日新聞出版

『のぞいてみよう！厨房図鑑』
科学編集室 /編　学研教育出版

★おいでおいで（乳幼児対象）
　　　　　　　　　毎月第２・第４木曜日
14日（木）午前10時30分～50分　
　　　　　 かもがわ図書館
28日（木）午前10時30分～50分　
　　　　 　ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）
　　　　　　　　　　　　毎月第３土曜日
16日（土）午後２時～午後２時50分
　　　 　　ロマン高原かよう図書館

《おはなしのへや》

読みたい本

おはなしやさんによる

見せ語りと、かんたんな工作です。

＜新着図書紹介＞� 館名の「か」は、かもがわ図書館　「ロ」は、ロマン高原かよう図書館です。

絵　　　本 著者・出版社 館 実　用　書 著者・出版社 館
もりもりくまさん 長野ヒデ子／鈴木出版 か 生きる悪知恵 西原理恵子／文藝春秋 か

しんかんくんとあかちゃんたち のぶみ／あかね書房 か 個人備蓄の時代 副島隆彦／光文社 か

わたしのくつ 柴田愛子／ポプラ社 ロ わかるWindows８ 星野未知／学研 ロ

へんしんおんせん あきやまただし／金の星社 ロ 贅沢なリフォーム 村上　功／文芸社 ロ

児童書 著者・出版社 館 文学・小説 著者・出版社 館
戦争を取材する 山本美香／講談社 か 佐渡の三人 長嶋　有／講談社 か

恋する和パティシエール１～２ 工藤純子／ポプラ社 か 確証 今野　敏／双葉社 か

だいすきだよ　ぼくのともだち マラキー･ドイル／評論社 ロ つむじダブル 小路幸也／ポプラ社 ロ

こころやさしいワニ ルチーア・パンツィエーリ／岩崎書店 ロ 伊勢神宮めぐり歩き 矢野憲一／ポプラ社 ロ

2月

２月２日は記念行事の
ため、かもがわ図書館
は臨時休館します

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
23
年
度
）

今
回
は
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
、
藤
森
　
郁
哉
さ
ん
の
「
妹
に
教
え
る
こ
と
　
教
え
て

も
ら
う
こ
と
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「妹に教えること
教えてもらうこと」
吉川中学校　２年

藤
ふじ

森
もり

　郁
ふみ

哉
や
さん

　

妹
の
あ
お
い
は
、
僕
が
五
才
の
時
に
産
ま
れ
た
。
今
は
八

才
、
小
学
二
年
生
だ
。
三
才
で
僕
の
習
っ
て
い
る
空
手
道
場

に
入
部
し
、
今
も
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
七
月
の

昇
級
審
査
で
二
級
に
合
格
し
て
、
茶
帯
に
な
っ
た
。

　

僕
は
、
家
で
妹
に
空
手
を
教
え
て
、
も
っ
と
強
く
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
末
っ
子
の
妹
は
な
か
な
か
僕
の

言
う
事
を
、
素
直
に
は
聞
か
な
い
。

「
そ
の
突
き
は
も
っ
と
早
く
。」

「
え
ー
っ
そ
ん
な
の
ム
リ
じ
ゃ
し
。」

「
腰
が
高
い
！
も
っ
と
低
く
！
。」

「
も
う
や
め
た
。
ふ
み
く
ん
の
言
う
事
な
ん
か
聞
か
ん
。」

と
、
お
手
上
げ
だ
。
で
も
、
保
育
園
の
頃
、
岡
山
県
地
区
大

会
の
『
幼
年
の
部
』
で
三
位
に
な
っ
た
り
、
支
部
内
の
大
会

で
は
、
帯
色
別
で
優
勝
し
た
こ
と
も
あ
る
。

「
へ
え
ー
、
や
る
時
は
や
る
ん
だ
。」

と
感
心
し
た
り
も
す
る
。
そ
の
上
、試
合
の
入
場
の
時
に
は
、

観
客
席
で
見
て
い
る
母
に
手
を
振
っ
た
り
す
る
余
裕
も
見
せ

る
。

　

試
合
の
日
の
朝
に
は
、
何
も
食
べ
ら
れ
な
い
僕
と
ち
が
っ

て
、
し
っ
か
り
と
朝
食
も
食
べ
る
。
緊
張
し
て
周
り
が
見
え

な
く
な
る
僕
は
、
そ
ん
な
余
裕
を
持
て
る
妹
が
う
ら
や
ま
し

く
も
思
う
。
試
合
が
終
わ
っ
て
、
結
果
ば
か
り
気
に
し
て
い

る
僕
の
隣
で
、

「
あ
ー
楽
し
か
っ
た
ー
。
あ
お
（
あ
お
い
＝
妹
）
す
ご
か
っ

た
？
」

な
ん
て
は
し
ゃ
い
だ
り
す
る
妹
。
時
に
は
、
そ
ん
な
妹
に
腹

が
立
つ
こ
と
が
あ
る
。

「
あ
ん
な
楽
し
そ
う
な
態
度
で
…
。
本
気
で
試
合
を
し
た
の

か
？
」

そ
ん
な
気
持
ち
に
な
る
の
だ
。
で
も
、
そ
ん
な
時
は
、
自
分

の
弱
点
を
教
え
ら
れ
る
よ
う
で
も
あ
り
、
何
だ
か
勉
強
に

な
っ
た
。

　

今
年
の
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
の
選
考
会
の
こ
と
だ
。

僕
は
中
学
生
の
部
、
妹
は
小
学
校
低
学
年
の
部
の
型
試
合
に

そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
て
い
た
だ
い
た
の
だ
が
、残
念
な
こ
と
に
、

妹
は
一
次
審
査
で
落
選
し
て
し
ま
っ
た
。

　

僕
の
目
か
ら
見
て
も
、

「
や
は
り
ダ
メ
だ
な
。」

と
思
う
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
岡
山
県
の
代
表
で
行
く

の
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
思
え
た
。
も
っ
と
毎
日
嫌
が
ら
ず
に

練
習
し
て
く
れ
て
い
た
ら
、
一
緒
に
全
国
大
会
に
行
け
た
か

も
知
れ
な
い
。
そ
う
思
う
と
、
ま
す
ま
す
残
念
な
気
持
ち
に

も
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
時
だ
、

「
郁
哉
が
怒
る
か
ら
、
あ
お
が
練
習
し
た
が
ら
ん
の
よ
。」

と
母
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
で
も
、
言
う
事
を
聞
い

て
く
れ
な
い
妹
の
扱
い
方
は
、
僕
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

「
あ
な
た
だ
っ
て
、
ひ
と
り
で
こ
こ
ま
で
来
た
わ
け
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
。た
く
さ
ん
の
先
生
方
に
教
え
て
い
た
だ
い
て
、

こ
こ
ま
で
上
達
し
た
ん
で
し
ょ
う
。」

と
も
言
わ
れ
た
。
そ
う
言
わ
れ
て
思
わ
ず
僕
は
、
自
分
が
空

手
を
始
め
た
ば
か
り
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
た
。

「
前
げ
り
の
ス
ピ
ー
ド
を
も
う
ち
ょ
っ
と
つ
け
て
。」

「
も
っ
と
キ
レ
よ
く
型
を
う
と
う
。」

確
か
に
、
白
帯
だ
っ
た
自
分
が
黒
帯
に
な
る
ま
で
に
、
先
生

方
が
た
く
さ
ん
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
。

　

妹
は
兄
弟
で
一
番
下
だ
か
ら
か
、
と
て
も
甘
え
ん
坊
で
あ

る
。
そ
の
上
、
祖
父
母
を
味
方
に
つ
け
て
い
て
、
家
の
中
で

は
大
い
ば
り
で
あ
る
。
何
か
問
題
が
お
こ
っ
て
も
、

「
お
母
さ
ー
ん
、
ふ
み
く
ん
が
わ
る
い
ー
。」

と
か
、

「
ば
ー
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
買
っ
て
ー
。」

と
か
、
大
人
の
扱
い
方
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。「
ず
る
い

な
ー
。」
と
思
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
た
く
ま
し
い
生

き
方
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
な
い
。

　

空
手
で
は
、
四
年
生
に
な
る
と
初
段
を
受
け
さ
せ
て
も
ら

え
る
。
ま
だ
二
年
生
の
妹
は
、あ
と
二
年
時
間
が
あ
る
。「
あ

と
二
年
」
と
い
っ
て
も
、
き
っ
と
、
あ
っ
と
い
う
間
の
二
年

だ
ろ
う
。

　

け
れ
ど
も
、
そ
の
二
年
で
、
僕
は
妹
を
黒
帯
に
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。
た
だ
問
題
は
、
妹
が
ち
ゃ
ん
と
つ
い

て
来
て
く
れ
る
か
ど
う
か
だ
。

「
早
く
黒
帯
に
な
り
た
い
な
ぁ
。」

と
の
ん
き
な
こ
と
を
言
う
妹
。
そ
ん
な
簡
単
に
は
黒
帯
は
も

ら
え
な
い
の
に
、、、。
初
段
合
格
に
は
、
甘
え
と
か
、
弱
点

が
許
さ
れ
な
い
。
精
神
的
に
も
強
く
な
ら
な
い
と
だ
め
な
の

だ
。
そ
う
い
う
僕
も
、
根
気
よ
く
妹
に
教
え
ら
れ
る
だ
け
の

精
神
力
を
み
に
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
、
と
思
う
。
自
分
の

た
め
に
も
、
そ
し
て
妹
の
た
め
に
も
。

　

妹
は
、
手
の
形
は
父
に
、
絵
を
描
く
の
が
好
き
な
と
こ
ろ

は
母
に
似
て
い
る
。
テ
レ
ビ
を
見
て
歌
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ

は
姉
に
似
て
い
て
、
動
物
好
き
は
僕
に
似
て
い
る
。

　

そ
ん
な
妹
を
見
て
い
る
と
、
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
る
。

家
族
み
ん
な
か
ら
少
し
ず
つ
良
い
点
を
も
ら
っ
て
い
る
妹
。

そ
ん
な
妹
に
は
妹
の
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
す
ご

く
前
向
き
で
、結
果
を
素
直
に
受
け
と
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

そ
れ
は
、
僕
に
か
け
て
い
る
部
分
で
も
あ
る
。

　

妹
の
よ
く
な
い
と
こ
ろ
は
、
兄
と
し
て
き
ち
ん
と
教
え
て

や
り
た
い
。
そ
れ
と
と
も
に
妹
か
ら
学
ぶ
べ
き
点
は
学
び
、

妹
の
先
生
に
な
れ
る
よ
う
に
僕
も
が
ん
ば
り
た
い
。

　

来
年
は
、
岡
山
県
で
空
手
の
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。

一
年
後
の
夏
、
道
着
に
『
岡
山
』
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
て
、

二
人
で
そ
ろ
っ
て
出
場
す
る
の
が
僕
の
目
標
だ
。

蔵書点検を終えて…　不明本10冊捜索中です！
「ナチュラルに着たい手編みのニット」　(か)
「布をチクチク、はんこでペタペタ。」　(か)
「もっと愛される脚をつくる2週間レシピ」 (ロ)
「夜行観覧車」　(ロ)

一
般
書

「ぐるぐるちゃん」　(か)
「あめのひはいいてんき」　(か)
「どろんこおそうじ」　(か)
「ともだちができちゃった」 (ロ)
「伝記ものがたり　ヘレンケラー」 (ロ)
｢未来のきみが待つ場所へ｣　(ロ)

第３回 おとなの朗読会

「源氏物語の世界」
平成25年3月10日（日）　午後2時～3時30分
ロマン高原かよう総合会館　多目的ホール

語り　中山美保　   琴　木口和枝

詳
し
く
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

絵
本
・
児
童

＊これらの本を見つけられたら、カウンターまたは返却箱へ



ご寄附に感謝します　育英資金（敬省略）

おめ

でとう満1歳
便

藤
原　

大
靖
ち
ゃ
ん
（
高
谷
）

ふ
じ
わ
ら　

た
い
せ
い

元気いっぱい大きくなってね☆

平成24年２月24日生まれ

畠
山　

心
花
ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

は
た
け
や
ま　
　

こ
の
か

いっぱい食べて大きくなってね！

平成24年２月26日生まれ

芝
村　

華
の
ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

し
ば
む
ら　
　

は
な

平成24年２月28日生まれ

お兄ちゃんにも負けないぐらい
大きくなってね♪

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
》�

宮
脇　
和
惠
選
（
投
句
者
97
名
）

「
佳
作
」

　
　
　

人
生
の
く
じ
道
い
く
つ
見
つ
か
る
よ�

小
倉　

健
登

　
　
　

宝
く
じ
発
表
ま
で
の
夢
を
買
う�

井
上
侑
一
郎

　
　
　

宝
く
じ
人
生
変
わ
る
夢
み
く
じ�

菅
野　

水
紀

　
　
　

大
凶
も
吉
に
な
る
の
も
自
分
次
第�

小
野
あ
か
ね

　
　
　

宝
く
じ
あ
と
一
ケ
タ
で
前
後
賞�

笹
田　

進
也

「
三
光
」

　

人　
お
み
く
じ
は
神
様
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ�

三
宅　

千
尋

　

地　
宝
く
じ
復
興
支
援
の
希
望
へ
と�

石
坂　

紗
希

　

天　
た
か
ら
く
じ
ま
く
ら
の
下
で
ゆ
め
を
み
る�

長
谷
川
一
平

《
一
般
の
部
》�

生
駒　
聖
天
選
（
投
句
者
33
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　

お
み
く
じ
を
開
く
笑
顔
に
吉
が
見
え�

中
川　

貞
子

　
　
　

籤く
じ

無
縁
雑
草
と
戦
う
母
の
独
楽�

中
川
つ
や
子

　
　
　

大
吉
の
お
み
く
じ
花
嫁
連
れ
て
来
る�

宮
脇　

和
惠

　
　
　

人
生
の
く
じ
は
自
分
で
切
り
ひ
ら
く�

河
田　

和
枝

　
　
　

共
白
髪
一
期
一
会
の
当
た
り
く
じ�

石
田　

英
三

「
三
光
」

　

人　
大
吉
を
ひ
い
て
来
る
年
迎
え
た
い�

田
中　

敦
子

　

地　
大
晦
日
ま
で
は
大
き
な
夢
に
酔
う�

山
本
千
恵
子

　

天　
当
た
り
籤く

じ

だ
っ
た
僕
に
は
過
ぎ
た
妻�

黒
瀬　

嘉
子
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＊２月の課題は「伝える」、３月の課題は「声」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆あらくさ短歌会へのご参加をお待ちしています。
　�毎月第３木曜日に総合福祉センターへ５首までを
持参。合評・互選などをしています。

放送川柳コーナー

津賀公民館 平成24年12月秀句　題「くじ」

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

あ
ら
く
さ
短
歌
会 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

今
日
あ
り
て
明
日
の
命
は
わ
か
ら
ね
ど
「
買
物
ツ
ア
ー
」
申
込
み
た
り�

土
居　

於
栄

西
空
に
茜
雲
と
ぶ
今
日
の
そ
ら
秋
の
夕
暮
れ
そ
ら
美
し
き�

河
田　

和
子

ガ
ラ
ス
越
し
初
対
面
せ
る
新
生
児
幸
せ
あ
れ
と
祈
り
て
止
ま
ず�

土
居　

照
代

寄
せ
植
ゑ
の
葉
牡
丹
・
南
天
え
ら
び
ゐ
る
わ
れ
ら
の
上
に
降
る
は
初
雪�

難
波　

良
子

洋
風
に
改
装
し
た
の
に
小
春
日
は
廊
下
に
座
し
て
新
聞
を
読
む�

河
内　

晶
子

戰
爭
が
母
の
寿
命
を
縮
め
た
と
喜
寿
を
迎
え
て
し
み
じ
み
思
う�

山
本　

豊
子

実
の
僅
か
残
し
て
を
り
ぬ
白
き
木
よ
紫
式
部
哀
れ
を
と
ど
む�

山
﨑
し
げ
る

黒
豆
の
収
穫
終
り
約
一
斤
日
向
の
縁
で
豆
よ
り
を
す
る�

国
只
由
紀
子

八や

十そ

ま
近
な
お
母
か
ら
の
思
い
出
に
生
き
る
証
を
た
ど
っ
て
居
ら
ぬ�

中
山　

文
恵

金一封（香典返し）　�
　　　沼本　惠司〈円　城〉

　スポーツ・文化・芸術活動などで優秀な成績を収められた方（団体）を紹介してい
ます。情報をお寄せください。（敬称略）
　なお、掲載基準がありますので、詳しくは企画課公聴広報班へおたずねください。

宮坂流津山銭太鼓保存会所属

　山
やま

下
した

　紗
さ

季
き
さん（上竹・上竹荘小学校５年）

　寺
てら

川
がわ

　莉
り

央
お
さん（上竹・竹荘中学校１年）

　寺
てら

川
がわ

　尚
なお

子
こ
さん（上竹）

■平成24年度民謡民舞全国大会
○主催：公益財団法人日本民謡協会
○開催：平成24年10月18日～21日　両国国技館（東京都）
内閣総理大臣賞（日本一）争奪戦　優勝　宮坂流津山銭太鼓保存会　傘踊り　優勝曲「貝殻節」（鳥取県民謡）
※�全国から前年度地区大会の優勝チームなど37チームが出場し、３部門に分かれて争い、部門優勝（文部科学大臣

賞を受賞）となる。また、３部門上位４チーム計12チームで争われた内閣総理大臣賞争奪戦でも見事優勝を果たし、
日本一となる。

＜コメント＞
　『平成24年度民謡民舞全国大会 ( 民舞の部 ) で念願の内閣総理大臣賞をいただきました。
　�全国大会の空気感は凄く、とても緊張しましたが自分達のテンションを最大に高めてくれました。会場のお客さ

んと踊り子が一体になった感覚も味わえ、凄かったです！
　�練習はきつく逃げ出したい事もたくさんありましたが、感動してくださったお客さんに逆に感動をいただき、努

力の大切さや集団での団結力などを学びとることができました！
　これからも、もっと努力していきたいです。ありがとうございました』

寺川莉央さん（後列左から３番目）
山下紗季さん（後列右から２番目）
寺川尚子さん（前列右から２番目）
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
記
念
す
べ
き
「
広
報
き
び
ち
ゅ
う

お
う
」
１
０
０
号
の
表
紙
と
裏
表
紙

に
、
こ
れ
ま
で
の
表
紙
99
枚
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
つ
も
と
ペ
ー
ジ
割
り
が
変
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た

取
り
組
み
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
時

だ
け
と
考
え
、
思
い
切
っ
て
掲
載
し

ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】

▼
吉
備
中
央
町
が
誕
生
し
、「
広
報
き

び
ち
ゅ
う
お
う
」
の
創
刊
号
が
、
平
成

16
年
10
月
20
日
に
発
行
さ
れ
て
か
ら
、

今
月
号
で
１
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
撮
影
・
掲
載
を
快
く
了
承

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
と
発
行
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
々
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
広
報
紙
は
、
毎
月
１
回
発
行
し
、
町

の
施
策
や
行
政
情
報
、
ま
ち
の
話
題
な

ど
を
皆
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す

が
、
多
く
の
方
が
手
に
取
り
、
読
も
う

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
広
報
紙
づ
く
り

が
最
も
重
要
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
町
に
設

置
さ
れ
て
い
る
公
聴
広
報
委
員
会
の
意

見
を
聞
き
、
写
真
や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど

工
夫
し
な
が
ら
、
愛
さ
れ
る
広
報
紙
づ

く
り
に
努
め
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

難
波

　読書フェスティバル inきびちゅうおう
　11月23日、ロマン高原かよう総合会館
で、読書フェスティバル in きびちゅうお
うが吉備中央町読書推進委員会の主催で
行われました。
　人形劇団「ポポロ」の公演や町内ボラ
ンティアグループの人形劇、影絵、中学
生の見せ語り等がありました。
　今年度、新たな取り組みとして「読む
ゾー！大賞」を行いました。学校司書が選んだ「ちしきの本ベスト100」の中
から10冊をノミネートし、小学生の皆さんに良かったものを投票してもらい

ました。その結果、大賞は『おやつマジックシリーズ』でした。
そして、そのコメントが良かった人に賞が贈られました。
　また、本の展示や各学校の取り組み展示、工作、本のリサイク
ルコーナーが設けられ、町内外から集まった約400人の親子は本
のおもしろさを知り、最後までイベントを楽しんでいました。

　元日本代表選手のダイナミックなシュートに歓声～ハンドボール教室～
　12月13日、かもがわ総合スポーツ公園体育館で、
国立吉備青少年自然の家主催による「スポーツ選手活
用体力向上事業ハンドボール教室」が、町内10小学校
６年生（一部５年生含む）児童を対象に開催され、元
日本代表選手で現在、環太平洋大学男子ハンドボール
部監督の前

まえ

田
だ

誠
せい

一
いち

さんが、スポーツの素晴らしさを子
どもたちに伝えました。
　この事業は、文部科学省・公益財団法人日本体育協
会の委託事業で「子どもの体力向上啓発事業」の一環。昨年度に続いて２回目となり、
今回は合同体育・研修会に併せての実施となりました。
　基本動作のドリブルやパス、シュートの仕方を教わり、最後は、男女ごとにゲー
ムが行われ、ハンドボールの楽しさを体感しました。
　前田さんは、児童に向かって「私は、小さな目標をいっぱいクリアして夢をかな
えることができました。みなさんも、大きな夢を設定してそれに向かって頑張ってください」と話されました。

　生涯学習・人権フェスタ in吉備中央
　12月９日、ロマン高原かよう総合会館で、生涯学習・人権フェスタ in 吉
備中央が開催され、約350人の参加者が人権の大切さなどについて学びま
した。
　学校における人権教育の取り組みや「明るい家庭づくり」作文の発表な
どが行われ、続いてフォークシンガー・白鴎大学教授の山本コウタロー先
生による「人間らしくイキイキと～コウタローの、女（ひと）と男（ひと）
のよりよい関係」と題した記念講演が行われました。山本先生は「ありが
とうと言うことで、その人の存在・行いを認め感謝することが必要。人間

は誰かに自分のポジションを認めてもら
うことが大切」などと話されました。講
演後は「岬めぐり」や「走れコウタロー」
のヒット曲も披露され、参加者は手拍子をとりながら一緒に歌うなど、楽し
いひとときを過ごしました。
　会場内には、人権をテーマにした習字や標語の作品が展示され、午後から
は各種体験コーナーも設けられ、貴重な学習の機会となっていました。

  材　料   作り方

①水１ℓ（分量外）を沸騰させ、ほうれん草
の茎だけを入れて５秒、次に葉まで入
れて１０～２０秒ゆで、流水で洗い、２～
３ｃｍの長さに切って水気を絞る。
②チーズは約４ｃｍ長さの棒状になるよ
うに４等分に切る。
③豚肉は２枚を横に並べて広げ、軽く塩、
こしょうをふり、ほうれん草とチーズを
手前にのせ、これを芯にしてくるくると
巻く。これを合計４本作る。
④③に小麦粉をまぶして余分な粉を落とし、ほぐした卵白にくぐらせて、ごまをまぶしつける。
⑤フライパンにサラダ油を熱し、④を転がしながら焼き、食べやすく切って器に盛り、レモンを
添える。

ほうれん草の豚ロールごまソテー（２人分）

豚ももスライス肉………………………… 150g

ほうれん草………………………………… 180g

プロセスチーズ……………………………… ２０ｇ

塩…………………………………………… 少々

こしょう……………………………………… 少々

小麦粉……………………………………… 適量

白いりごま……………………………… 大さじ２

サラダ油……………………………… 大さじ１/２

レモン……………………………………… 適量

料理名

　11月に支部活動として吉川保育園の保育発表会に参加させていただ
きました。
　園児たちの歌や劇、合奏など一生懸命な姿に感動し、素晴らしい
衣装に感心し大きな拍手を送りました。
　吉川支部では、今年度保育園の柏餅作り、夕涼み会、小学校の学
級ＰＴＡ活動、吉川地区文化祭、吉備ハイツ納涼祭などのお手伝い
をさせていただきました。
　これからも、地区の行事に参加し交流を深めながら子どもたちの
成長を見守っていきたいと思います。

愛育委員会　活動報告（吉川支部）

エネルギー：271kcal　たんぱく質：20.4ｇ　カルシウム：229mg　食塩：1.1ｇ

 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊衣にゴマを使い、油を引いたフライパンで転がしながら焼くことで、摂取する油の量を減らすことができます。
　副菜の定番「おひたし」「ソテー」に限らず「ほうれん草のスープ」もおすすめです。
★ほうれん草の栄養
　この時季、寒さの中で育ったほうれん草は、糖度が増し格別のおいしさです。
　カリウム、カルシウム、マグネシウム等のミネラルが豊富で、高血圧の予防に最適です。
　また、多く含まれるビタミンＡやＣは免疫力を高め、風邪予防、花粉症予防、眼病や皮膚
　病等にも効果があります。
　　「これだけは知っておきたい　続　自然を食べる」「ＮＨＫ　ためしてガッテン　１２秋号」より

吉川栄養委員からのおすすめ野菜料理 今月の旬の野菜ほうれん草


